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全 体 会 議

全体会議は約40名にものぼる研究担当者が一同に会する機会である0

班別に日頃調査研究活動をしている班員がそれぞれの情報を持ち寄

る場でもある｡会議では､プロジェクト推進の事務的な問題と報告

が話し合われ､その後､全体研究会を開催して共通認識を深めてい

る｡

+第1回 7月28日 (於:横浜キヤyjミス9号館 211号室)

■第2回 9月 1日 (於:横浜キヤ>パス9号館 211号室)

■第3回 10月 1日 (於:横浜キャンパス16号館 第2会議室)

+第4回 10月31日 (於:横浜キヤ>パス1号館 第301会議室)

研 究 会

研究担当者の共通認識を深めるために､全体では月に1度 (全

体会議終了後)､班ごとでは随時､各 の々研究を発表する｡

全 体

■北原 糸子､原信田 責(10月1日)

地震の痕跡と名所絵-『名所江戸百景』の新しい読み方

■膏藤 隆弘 (10月1日)

図像 ･動作情報のデジタル入力について

■川田 順造 (10月31日)

非文字資料の諸相とその研究法一人類 学の立場からの

問題提起一書文化､身体技法､道具､感性等の領域

班

■川田順造 (9月10日･2班)

身体技法､感性把握､道具と人間の動作について

■窪田 涼子 (9月19日･1班)

『絵巻物による日本常民生活絵引』の編さんについて

■西 和夫 (10月15日･1班)

新版 『日本常民生活給引』編さん作業について

■ジョン･ボチャラリ (10月15日･1班)

『日本常民生活給引』の英訳の試みについて

膨大な写真資料をもとに非文字について説明する｡

(川田)

写真等を用いて民具資料を分析する｡

(河野)

■河野 通明 (10月22日･2班)

｢身体技法｣を手がかりとした日本列烏の多艮族情況の復原の模索について
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現 地 調 査

■田島 佳也 ･札幌出張 (9月8日～9月13日)

アイヌ文化文献情報収集

■虞田 律子 ･秋田県 (田沢湖芸術村､わらび座)出張 (9月11日)

身体技法のデジタル化に関してデジタルファクトリーの事業の見学

■八久保 厚志 ･新潟県佐渡島出張 (9月26日～9月30日)

佐渡島における海岸集落の景観変化に関る実態調査

■川田 順造 ･フランス (パリ､南フランス､ヴオークリュ-ズ地方他)出張 (9月30日～10月12日)

伝統的な生業道Hとの閲係での身体技法の車例研究

■河野 通明 ･青森県､岩手県出張 (10月9日～10月13日)

身体技法の基礎調査のため､県立郷土館ほか各地の博物館の見学

■大里 浩秋､孫 安石､冨井 正憲､中島 三千男 ･サハリン出張 (10月8日～10月13日)

南サハリンに建てられた神社跡の調査

1鈴木 陽一 ･中国 (河南省他)出張 (10月10日～10月19日)

各研究機関における図像資料の収蔵状況の調査 ･各研究単位の研究者と交流

■宇佐見 義之､木下 宏揚､膏藤 隆弘､佐野 賢治､田上 繁､中村 政則､網野 暁 ･大阪出張 (10月28日)

国立民族学博物館情報管理施設視察およびデータ処理 ･検索､情報システムに関する意見交換

C醒 讐 苧博物館摘 れて...

大阪万博記念公園内にある､国立民族学博物館 (民博)を 世界中の民族について研究を行い､また展示を行っているo

訪れ､博物舘の教官.職員と情報を交換し､館内の収蔵室を -方､こちらのCOEの予算は格段に少ないことを考えると､

含めて見学し説明を受けたo結果的に書くと､4班は情報系 情報系に関して言えば総合的なデジタル情報の構築を目指

と文系の混成チームなので､情報系にとつては民族学全休 すよりもテーマを絞ることによって､なんらかの優位性を

の中での当COEプロジェクトの位置付けを知る上で大変重 兄い出す必要があることがわかったo

要なステップとなったo民博は年間37億円の予算で運営し､ (宇佐見 記)

- 7 Zy l r d ll■一一~~ 1■■
二_一一■l■■■■■■ここ==_■■■■⊆≡:⊇ii

I と t&Lさ盛 ik I L ､iさ､一血 .. )F=

◎


	ニューズレター　No 1021
	ニューズレター　No 1022

